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凡例

l ．本始報はJ坦業部報告弟三十七5虎r~滉招の村釉界的研究」中、箱形ダ＇iの相贔1現

象にIiiする研究貢料により史に解説を加へたるものなるが、又該報告に於て

冶牧ヽと避けた る応も本地報に於ては敢て之を，， なせるも 。而して凶ホ又

は表示の方法は本炊報に於てー史に之を新に し理解に使にせ り。

2．本炊報は詑進を簡箪にせんが露、成和'i摘姿記載を省略せ りo槌て所杖’li項に

贔l し更に其店喩経過セ知ら んこ…す る芥は、 Hi1記報告第三—l士琥を参照する

至あるぺ し。

3．本笠報中、植物生理昇叩記述に！~I しては社北帝閥大印牧授日比野侶ー氏、氣

象に1抽lしては同牧授臼几勝義氏の援助を11たる こご多 く、又I,il数授市島吉太

郎氏、 届1放授松本桟氏の助言を打たり 。性に品等の諸氏に引し謝店；を表す。
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水稲子賓牧量と他形質 の相闊現後

研究拉に之が應川

抜師 唸
見 永 」ヒ：：

1 水硲子‘団収閲ご他形『｛ミ の相Ii阻］現象

・ー

祈の栽培上貨業芥0)希辺する黙は、絆涜（Iりにf‘iiSの牧1,t~高め且品fiセ向上せ

しむるにあり 。然れ ざ も牧船晶1は箪 に 一 、二形ダ1 0)箪獨 に左右するものに非す• し

て多く の形代の綜介的1紺係によ るも のなり ofl1て各形質lllJの相1抽l現糸を研究し、

綜合（慎諜に及ばす如麟知る は極めて重要なぷli項たり。
(1) 

従来桁及其他作物特性に閣する相 l~l現象の研究は異品種I！りの特性 に就て行はれ

しもの多 く、而して又純系内に於ける特性1h1J)Ar瀾現後を研究せる ものも供IO試

料少 〈不充分なる召免れす。況んや其研究の多 くは全生育期間に於けるー局面に

」l：まり、例へは府（Iり相憐l現象U)研究ごも云ふべきものに II：ま り、其相閣現象が史

に生活の進行登）氏に伴ふ各J,れi面に於ける髪化、例へば勅(1,.]相脳現象の研究こも云

ふべきもの無 きが女1)<、沢に生理(1,.]特性の相1i批l係セ襄ふには逍械乃邸なきに非

す。故に抑（内研究により 耕柿fillfi上最も重要なる特11屯唸畑し、動（Iり研究により

史に其特性構成に1抽lする．I即項の棧化を分侑’研究せざるべからす。 余は異品種閻特

性の静（叫J相胤l現象に就ては公祁・孔在米系種及内地系種に就知 之セ研究 し（第一表）純系

内の部内相憐］視後は没叩澤系種第 4り作及筍―』り作代表（lり純系品柿各 7種合計

14品種を栽培し、純系内に於ける形質,m（紺項抗、出憶閉、f魏心、分咬、1,t丈．葎長、穏重
暉l現象セ研究 し 1-l70

糾介せの相憐］係数を符た り。而 して共敷{1(［は 、或品種に於ては特に！煩若なる相枇l

性を示す も、他0)h'利 に於ては数値低く して和憐l性を認め難 く、正伯或は負値内

に於て係救債の差を現はすのみならす、時に正i(iよ り負値にメLりて疫異セぷ す場

介あり 。是等1ふh'利 の特性と異にするために生する環j立に苓｝す る反應の必心 認む

ぺし。 而 して是'$J)係救'II、全＇II＼秤セ通し小均(lりに崩咽 なる方111体l現象とドせる 1よ

第二表にぷすが女1) い 然i認も 一f ‘l;.f牧 ·:,紅 h'i極的に相枇l現象瓶北••なる 形灯は紀前

品、分役、穏m:、穏長、一穂粒敷、羽粒利街なり。（第二表） ］と等の形灯1日直前贔

- l 
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は分咄こ、Iii係するこ こ‘ 大にして、穏K、一穏粒敷、 一杓粒序11密は穏重を大な らしむ
る一姿ぶなれば、糸’i局f1;I牧姑は分梵穂煎により 構成せ らる 、ものこ・石倣す ・^
し。故に性に姿ぷの動的研究は子1利牧：htの研究上油も重災なるものたり。

第一表異i11',f1財u憐1現象

鬱’基囃性買 比較性n

ヰ 丈分
U^  が

積 艮

纏

杖 歓

膏 粒 親密

M 粒 項紘
分 町 鴨 長

鴨

粒 叡

名粒精密

精 粒重炊

帳 長 1積 雙

東し 叡

芥 粒 料密

＂粒重が ；

鴨重I粒 叡

:t粒絹密

篇 粒重

歎 l苓粒肩l密

+ 0.877 士 °.lotヽ

+ 0.736 士 o.o~ ,

鴨 粒重

＂t祠 轡 1瓢 粒 牝

大11:十三年

柑関 係 散 （第一期作）

(70’漕̀rJ9) 
H 内

（町地柿1閏）
頂

- 0.()7S + ・・・ 0.u7n — 0.37う :I-

+ 0.,・）99 士 0.0砕 + o.~:n 士
+ 0.474 土 0.058 + o.mo 士
+ヽ fl.410 士 0.068 + 0．似，ー） ナ
+ O.lOfl + 0.080 + 0.f)，う7

- 0.()1 4 

- 0.063 士 0.080 - o.'.llt 

ー 0.436 + 0.067l - o.r..u 
- ().43l + 0.l)65 

- l)”17リ 土(J.06!

- 0.1 

+ ¥).921 士
+ 0.、.170

+ O.l'l:-! 

+ o.~7::: ナー(l.o2(l 

第二北純系内期著なる相f駆1現象
)~Jじ九 ー1•年

基●性買 比較性買
相関係 歎 (7品柑平均）

第一期作

樟噴 期
，
5

収
＾

長

重

訳
i
 
摩

種

遭

鴨

出

闊

分

桟

鴨

一

—++

+++ 

（

（

（

（

 

土 o.o似）
I 

o.(Il4 
+ 0.07!‘ 

― '̀.27() + 0.{I7 

.』'、 二 期 1iこ

- o.:;03 土
%< + 0,71/i 士
+ ().712 ナ

+'l.32f 

七 0．り57

+ -- 0.0ぷ5

i ti 

/ 

汗粒糾密 I (l→ ().1 4.-I + 0.0l',.-) 1 + ().923 . -l- ().(l. -) 
出鴨期 机 漬 h̀し (-0.0:.l-l j・(),()07) - ().3 1 4 + 0.().・)し

租｀ H`，l分 庄 ・X + {l.6t)!I •” t• ― (l. ()」 •3 ※ 十し）．ヽIヽ + ~一 (),()24 

l: 
it ※ 十 °322 士 o.().-》!! 沃

重 ~, + o.~4 

1一枇 粒歎 * + o.:{6G ナ

I 

苓粒粗密 ;、 +0.313 
ヰ 丈穏 重 + O.USG 士

穏 具

鴨 兵 稽 項 0 + 0.4甜 + -- o.o:,o ° 
一穏粒叡 + 0.4司 + (1.05:1 

穂 漬 一 稽粒歓 9) + U.876 + (1.017 

苓・東し料密 0 ャ(I.776 士t}.()沢 ↓ + 0.n8;) + 0.03.'l 

積粒散 I X· 粒 ~l 箸，t 十（内76 + 0.0邸

米尺米 栢 + 0.4.4G ＋ し）．（）．ぅ．‘：

米 )'l- + 0ぶfS + 0.(n7 

米 輻 I米 托 + 0.-1-!G 土 P.()53

米 ", + 0.4叫十
粒 形 - 0.737 ± 

米 Iゾ'|米 長
+ 0 .. 363 士 0o0 ••. 0o03,•,9• 1 1 

+ 0.:{7,― 

米 紐 + 0.4'.}4 ± + 0.45 

粒
形F 漏 - 0.73i士 0. - 0.7;)3 ． 

.．／ベ., （貨収呈J顧芥なろ柑開環象9し9fiすろうも買

゜
鴨重釘直暉Xf£ろ相開現象わfiすろitシ

（ ） 第二期作1こ於て臣名なるし第一期作1：於て否 らざろ L

2 分楚構成に制する相隅現象

分藝 が繹1よ其全部が出穏するにあらすして、其一部ぱ出穏セなうす漸次枯
死す 而して出穏堅紐紐醍濯す。忍讚栢は挿秩浚第一期作は 5_H内外にし
て登根し、10日目頃より伸長し15日内外にして分必を開始す。第二期作は 1笠夜
にして務根し、5日目頃よ り伸K・し10日内外にして分媒を開始す。有妓分成期間
碍秩後第一期作は45H、第二！り作は35日内外な り。分媒極期迄のn数は第一期
叩叩 、第二期作は50日を粕ふす。是等雨期作如証の差は、品種特性の茉：：：
耐期作に於ける相異なる氣温系及日照系等已D問に於ける反應の差にして、研究

上輿味ある問題たり。

谷醍構成に閾しては分応1B妙況 、分‘位の早晩辺印期間の長短、分杖の早
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晩 こ、 1i改分焚 、 生育各期の分楳 ~1,知た、分焚の齊否こ、 出穏秤否、等の相濶現象を

研究せり 。而して是内の成対詮綜介して説明せんがため其一部を第三表第旧表及

第一囮Iに植i鎌せ り。

第三表分楳及穂重に閣する相闊現象

I 
大正十二年

で

1.分門が1滋分円

9．うか・布幻分四
分臼

"19初期に於けろ分雙ごオi牧
分堕

•9tW各期の分かヰ虹紐後！
l 

+ 0.749 士 0.055 1- 0.666 士 0.071

- 0.2b8 + —~ O・lli') - 0.346 ± 6.106 

+ 0．詔2 + 0,068 + 0,446 ±0.084 

( ~GA ) + O.M9 + 0.067 (95日）＋ 0.641 ±0.039 

(54 A) + ().3!)8 + O.Oii:S (!°)~ FJ) + o 241 士 o.oot

（ヽ6A) + 0.28~ ・七 0 .0 6 1 (!)4B> + 0.345 + 0.0:-,9 

偏；；・挿快12H以後哨'..lfj毎26n迄にーJI行ごろ係穀干均1こしてuに一部9バ粍teリ

II 

生存初期に於ける分焚：：1i奴分焚こ の相爛現象

樟秩後の
呵過II般

•.! ', ー州l fヤ

平均

必一期作7品積平均 l 第二期作7品柱平均

2

H

n

]

m

 

ー

、、
●

1

 

」
'
’f
 
期二., u

 

平 均

1.4う

:!.14 

".67 

生育初期

II関係鮫

大正十二年
巳 ＿ ー・ 9•一□ • -9, • 

有妓分在

掃fた後の紐過H霰 木

叫 t！ぶ茫）

叡

邸 74 士 o.:'38l 19.48 士 0.37

1.4~ 

~.12 士 O.v・

‘←’・・1 • 

2.s4 + 

3.3l 土 O.l~ + 0.4ば土 0.074
(7品H平均）

4.0U ←+ 0.16 + 0.4.‘° 土 0.074

Fi.41 土 0.2:J + l).-19S 土⑮71

; .77 士 0.~6 + O.f>う4 ナ (I.065

：も．70 士 O.f>OI3 .. ?8 + 0.11¥ + 0.446 ± O.OS4 13.47 t (I.45 

ヽ

'/ 

鉛四表 生育中に於ける相脳係散極は幽和J
大止十一年

安 髪it分布敷

ー特性手1l項合 t l.i問甜l3．戸とは 万認歎 4．恐罪四 ＇う ざ跨;~"~． ヰ丈こ鴨
一 期ニ ―ー ロニ□二期 1二 期 三閲 二 期 二期 一期ご蒻l ゴ叫二期一期 三 堕
il:. n (b （→（n （→，くり （→ （h （-) (-t') ｛→ (I l （→ （+) （→ （t) （→ （＋） C一）（十） （→ （I) （→ （竺 ー （

.0 - -1-------- P - - I _ _ _ _1 -;i - - - - - -

.l, _ _―l --11 10 - - l4 6 b l 10 4 1 4 3 fl -3  3 :; - -
3 - -|―- B 4 5 - lS o l:} : 14 1 17 2 :; 7ー：1 4 2 - -

3 - - - - 22 2 S l 20 4 10 -| 21 6 1S 3 4 1S l 」 0- - -

I --I --24 4 lS - 27 3 17ー 26 ? 3U) 3 24 —S l4 - - -

＆は賃i °A—0.5 1 - - - - ？^1 ：：：： 1Sー 16 2 30 l1 3．し 2：：：：s _ .」30- 19 13 —i --
• ()ふ—u.6 - - - — 沢］ 29 - 34 2 3.l ] 30ー；；l l - :}] - 3:} 位— - -

7 - l - 2 2 l - 46 2 26 2 47 2う） ；る一 ， ー 30 — 441 3．う—i - -

ー 3ー 2321 - 3じ ー 1~ — ,3l -l ] 6- fl -| - ] 8 -h7 37 —i - -

.9 —恥ー 91 10 - 33ー 8- S — 3 -I 7 _l _ 11 - l‘{ 37 -'一 一
I 

1.0 -1491 -102 l - 1 ! - :1 - 3 _! ---_I -。-
ゎ l-)髪 U 歎 ー2091ー2071S6 232 

箋 R 鑢歎 ，

晃株係叡{\laL こ舟認ほ•燦認•屈；；99 99,.t...,9..,・‘“一99 99 9 9 ....` ' ・ ｀＇ 4 .. 示'"し・ ' "•""" C リ ・｀＂＂丁 9 •VV 、 一

(7品積）
Min. 

で9 9• 9 9 ,. » 工V•Vハ9 上v. , 99 ... .LV • J 4 \ 9 .l.V • VmJ.l...v. 99• 9 .LV • V 9 99 .!..‘ • v - v..!..` • 一 9 9 ..!..‘’●- ~..!..

I 

分猿構成に桃lする成絨を説明すれば

1) 分蘇こ打致分醍敷この相瀾係敷は極めてi駈著なる正イ“にして、分戌数こ分

操藪9こ劉する有敦分醍比率この相枷］係数は辿著な る負値な りo故に生育1り分操多

きものは有奴分躾多しo但其比年は分杜多き に従て低l←す。1i炊分焚比辞iは第＿＿

期作が第一期作に比し高きは、而期作の氣溢系及日照系等環樟J)相反する傾向ご

生育期間特に成湘期中栢株各蕗が1iする生理的條件辺）相互枷j係に因 るぺ し。

（第三資1の1.2.) 

(2) 分菓順q．ご生育H敷こ の相桃l係数は殆ざ）む全に近きit付ぼ示すも U)多く 、

揉津債叉完全負伍の位霞にあり 。故に昴く分らとしたる岱は生育期間 （分胚ょリ出“,,.

又は挿訣より出鴫迄）長し。 （拓四表 1/).梵一凶の(l)

(3) 生育初期に於ける分蘇本数ごイ）．／孜分伎この相μ以係数は極め て期箸なる正伯

なり。故に分楳開始早きものはイiク文分杖多し o（貨！三表Iの3.11)

(4) 生育各期の分醍i1J丈ごの相鼻l係数は生育初期に於てi虹l苦なる」、E値に し―
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爾後次針5に低7;（節三.&I

種につ

^
3
 
み ・ら

みならす、品秤に

各其生村終期に於て，J濱せるJ戊杭I

りては負値をぷし或は負伯の程度顕著

•' ヽ 待 て別に第一期作及第二jり作各品
(,) 

般に1|：・（Hii虹著ならざる傾向める

るも のあ り。又其後

（第二削）生存木期に於て」I涌・佃'iは．ti値に髪化

は登存旺盛にしてi,t丈高しこ認むぺし
。

分秘順）．侭出穏II伯）．）＇心 の相批］係敷IむI・：
負に人Lりて祐i0．せる も、正（i（投iiは

負値髪iiの第一期11:8倍、第 塊l11:68倍
な るのみなら ・目もが＼tfi［はiis：著なる1Eイ[iな

り。故に一般的傾iに しては分杖紺1 日 h'• き巫は出穏h ＇． く、従て各分杜に'i晩の差

少 く、針ー・に行はる ，＼株は出穏1斧ー ヘ。るも
のご認め得べし。而して第玉期作は節

期作に比し特に幽村なり。是れ囁！りl1乍栽
培時期を異にするため生す る哀J}i;の差

に至り成紐を狭
相憐l係吸

↑：丈

官例セ符た り。故に分燥の開始hに

’
ー
、
う,1
,
 

も

に碁因するこ こど大なるぺし。（節四和2

3
 

第一 (2)) 

穂重構成に1紐lする相測現象

(9;、
穏頂梢成に憐lしては穂重構成形i1、生育日数こが丈、生

育日敗こ穏恥分位

早晩辺，t丈、分媒U) h壊 こ~ . 株穏重、 1,'渡こ こ穏重、 1,'汲： こつ こf宜重 r，し、出穏の1伶否

こ穏重等の相劇現象を研究し、其一部
を第三よ及第19ば に摘鎌せ り。
(7) 

穂重構成にi(if糾劇係わる形質は穂恥一
穏粒敷、著粒疎砧：、

、出度、 籾堂呟米比半こす。（第二｝よ）

（2) 生有日敷辺，t丈及穏kこの相枇l係数は正負に
！；iり分布すれざも、1位丈

値髪ii数はi'直の第一jり作は 7倍、箱
二jり作は18倍に して様淮債は紙る!lfi著な

る

正Mifこ り。 故に一般的傾向 こしては生育rl廠Kきご
さは卒丈高 く秘比大 こ`な 2'

如認め符ぺし。 i(llして第二期作は第
一期作に比し特に」悶環大なり 。必れ

栽培

況；こ退因すぺし。（第凸表 3.9 • 

分蘭I〖if•和叫'i丈 こ． の相瀾係数は正負 に 人i

期作は13倍、第

(J) 
頃の大さ及允・

正

｀
 期環埠

(3) て分布すれざも、負値髪員数は

値稜員数の第

負値に位す。之に｝

期11汀ょ 206倍に して様那債は極めて雌著
なる

して1-位とこ穏重の係敷分布は正負に亙る
も 、jE値髪且藪はi'l

・イ直髪ii数の10倍にしてほ坤1ltは

ては分保の開始h'• き も u)は卒丈高

第二期作は第一期作に比し其傾向大な
り。

1,t丈已穏重こ辺の相I枯l係1攻第111一期作は試

頂

穏爪：大こヤヽ

値に位す。故に一般的傾向 こ゚し

ぷ認め符ぺ し。而して特にも

．・ 

ー 暴

も、涛オは別種の研究成紐に於てfiiiJり11:l,t丈こ穂頂

を31岡鉗出せ り。其平均救を求めしに、
＋0.3S1土0.08lにしてfii]時に調イtサ

こ穂長、穏長ご穏煎は各＋0.30,3土0.089,
+0.63(j土0.053を褐、第二！り作の成績ゴ

致するここをぷせり。（第四表 5.(l.)り第

分媒順l砧＇・きも のは1，知丈高 く、辿き もし）は之
に）又し、又1位丈！氏きご きは穏

重軽き傾向あり 。滋て迎れ穏セ多くilt.する こ、きは
平均穏前朽減すっヶ凡妙）順1:J‘；ミ

出穏U)順l.j；は正値相I林lなるが故、i屈れ穂は出穂セ
イ、揃 ならしむ る原因こなり 、之

に反し出穏好ーなるも(J)は迎れ穏少 く一
株の平均穂重大：；％ ］（Iiして出穂｛Iわ差少

なれは子内の淋期1芹ー・にして米fi低且ご
な るぺし。（第四却・9.).r．及・かやlの＼・ら（・・ヽ）（ti))

(W) 

分製の早晩 こ —株穂頂 こ． の 1斯l係伍知 る 一方法 こ・し て 、 一株叫U• 長怪 汀•最短．

影）没対籾の重枯比率セ品lftし、第一）
加 ：7,h囁平均i比比座JOG .6 8 —+ l . :J刃＆免i座

102.66士1.G2第二期作7品種、平均h叫墓102.56土］．4
3蚊短型JS.27土1虫屯得た り。

Iniしてー^株Il’ーが丈高きものは又分燥早きlil係わるを以
て、結局分位J)h'・

る籾の比李高 く、遅 きは之に反し一株の
純洒（Iり穏頂セ低1；せしむるこ こある

到

(9). 

(5) 

園 （う） （G)) 

．．：：一士：9＿

中天災に逍遇し放染 」tむセ術ざる

9’ 

ぺし。

(6) 子店の重蚊は充打の状態位に粒の大小に
憐l係すぺ 〈 、 樟て•純系内にあり

て生育可良にして卒丈高き株こ然らざ
る株に結宜せるものは自ら大小軽重の差

あ

(II) 

るぺし。か丈ご空米煎址との相瀾係藪は
第一）り）作＋0.362土0.050及＋0.2-l9士0.066

21[!1の成絨を得、第二期作は大正六年に
於て10純系｛，1¥種J)牛均卒丈34.85、玄米4i

勺千粒重品16.81gを得たるも、大正七年
に於ては牛均1,'f丈3o.u,こして、↓：米平均

千粒重i.t16.07gに減じた り。 又大正十三
年内地秤 181i'11＼種を第一期作こ‘して栽培

寸

し牛均卒丈 33.5、女米平均千粒重)1( 23.47~ {f初たるも 、紺二期作に於ては平均lt

丈 28.6、女米平均T粒重依22.llgに減せる等敗多の成
績を1!}た りo故にit丈高き

塞に結寅せるf宵は低き塞のものより
煎品大なる傾向あり こ認むぺし。
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以上分醍及穏重セ講成

環境ご生育ご 閲係

各妻ぷ間の相帥j々 係に就

も 、 更に之セ綜合的に考行すれば第一期作J父a1プ期作により 迷： し く程度の差•大な

るを認むべし。沌問の桁作は第一期作、'
|澗作及第―:JUl1ドにK別す。第一期作は晩

冬早春低温期に播種移hliし岱及油高温！りに牧稜す。，
紅'L斗り作13u’ふ及泣高温期に播

品明 虞あり たる



稀移植し晩秋低温期に牧穫すo1rttり作は其中間期節に栽培敗穫す。而して淮漑順

調なる地方に於ては第一期作及第二期作の年 2［じj栽培をな す。故に裕一期作は上
(12, (l 1 (14) 

昇氣温系、第二期作は下陥氣温系に栽培す。笠約1寺問辰短の半 も亦第一期作の播

利期は低半期にして挿秩後春分わ越え、漸次高温長•日期に向つて生育し、成淋牧

稜期は i如多輯l なるも、第二紺l11 ： は反之播種移植 ！切 はi必多李期間に して漸次 •91温

知日期に(μJつて生存し、出穂前後は秋分にして成湖期は知日長夜期こなり牧穫 Jj

は蚊少車期間に接近す。故に14i期作は全くn：．反対の條件の下に栽培せ らる。 又III
副 心、而期1詞澗期栽培にして氣温系「l照系共に-H1i内地栽培期に其低(n1類似し、一

絶知罪に於て1：：：iし。 故に是等J)ここがi'1111種の特性シ相（癸て生育期l1りセ通じ異f

る生理(r;J髪異セ米し、相1枷1現象U)程度に多大J)相異セ起すものご認．むぺきなり 。

期作によるf行の特性上の地位は湖期の『晩により宜川上に悩分せられ、永年枇

紐栽培I卜自然淘汰作月属に人玲掏汰作JI!により 各栽培期に適應せしも の残{fし、

然らざるもの絶滅せし結呆に よる ものな らん。各期作0_)甜団は常R一定し、第

期作利を第一期11心し或は弟ーJUl11：種を第二）り作こして作付セなすが如きこ ～ア

特殊の場介を除く 外無 vo

試験の結果に拡 るに、沢辿第一期作利は第二期什・・こして栽培し生宥牧址＇J)邸に

於て相詣J)成絨を凩げ得れビ• も 、 筍二郎訂哨を第一JUl1,1這 し て作付 したる 場合 に

は出穏迷：しく赳延し紡に年 2囮作を行ふここ‘能はすcroiして各期作種を第一期11:、
叫り作、第二lUl1恥して杖培する こ・きは11凪次生fi日救、 1,'i丈を減少す。一般に第

期叫囮在が創1))1 1 '•生 にして 第謬l叩に なるに従て 1挽生たる傾向あ り。

渭外94似 ）内地柿箱ノ）大多敷は之を滋問に栽培す るこ‘きは地早生に）必するも の多

し。メ全島品柿分布セ辿訊すれば、北部に比較的早生種、南部に至る に従ひ各期

作に應じ晩生種の分布を見る。

是等は．察す乙 に谷h'峠が本島各地及各栽培紺j節Uパr甜温系及H照系等に到する生

沌（I',JJ又應にネ比、人為淘汰11:JIJが知党（Iり又は不知昼(1,.Jに加はり たる結果現版に至

りしも のなるべし。 ihiして品等mliに各品種の間に起る生理（Iり相I紺反應が生育に

及ぼす影唸は、栽培及fi耗上最も注LIセ妥する砧にして、例へは全生育期間を通 じ

起る11丈分袋生＃率U)棧化、 根の牧育李の髪化等ご炭索窒索*(C/N) 0)斐化f

の困果脳係、従て施肥の種類、吋期、裕苗の老幼、移帷前の崖理等は研究に1灯する

も0_)たるぺし。特に上這の如き栽培哀揖に於て柑．晩性に甚しき差セ打す る多敷の

I、

・ 9 

~ 

鼻i4 

ヽ

品秤が分布生育する本島に於ては同化作Jり及呼吸作用により苓積又は消粍さる物

質の差引仕ご氣温系及日煕系等こ事の間に於ける相閾現象は多牧栽培法上研究を変

する1i項たるべし。
(n) 

之を内例により察する に 、 一般に短日長夜にして空索位過多なるこきは乾物-IE:'!•
の壻加李少く膨軟堅を生するt,、長日短夜なるこきは生育旺厖にして乾物増加李

多く粘宜良好なる傾向 あり 。此場合前名に於ては ~/N 少にし て後名に於ては正常

なるぺし。第一期作は第二期作に比し其生育初期は比較的短日にして生育後期は

特に長日 こ、なる。 故に生育初期に於て空ぷ過多なるこ きは第一期作は第二期作に

比し C/N低く乾物絨埒加李少 く、従て膨軟蕗を生じ易し。筍二期作は生育初期長日

短夜なるため供給窒索品セ多 くするもC/Nは適好正常ごなり易しo而して出穂以

前迄は長H知夜なる故此期問に充分空索セ吸牧し、1,',]C/N正常たり易きも出穂後

は短日長夜に斐 り行くが故に、此期間に窄索サ：大なるごきは乾物用加手少＜粘1;i:

歩介少なる ぺし。以上は品利を圃一•ごしたる 場合を想定したるものに して、分布

品師の特性J:日照系或は氣濯系に到する反應を異にする場合例へば比較的成熟J・・

長•H 短夜セ西するものご否らざるものこ‘ の間には1［差わ り 、或は是等の現象ご本

島栢作上の煎痰・問題たる招熱病罹否強弱等の閑係は或は一考セ咬す るも の 、―t

るやも計 られざるぺし。或は栢は老幼により C/:-1セ畏にすべ く、従って本81移植

後に於ける生育叶まには千．大の影惰わるぺく 、是等の現象を分鮒研究するここは桁

作改良上重妻なるこ ごに比すべし。 斯J)如き現象は本島に於ては桁以外(/)作物に

於ても履々見らるヽ虞にして是等特性の利川により幾多作物の秤類又は品種の栽

培適期を確定し従水閑却に傾きしも の も依之4済濯値セ用加する 1こ干るもの多ぅ

るぺし。例へば第二期作内地秤水栢作跡地冬期休楳llUl利Jllこ‘しての括萎、 1果/luヽ

刈燕萎、馬鈴箕栽培の女IIきはfえに或 る程度の射決を褐又は解決の陪光を見つ 、

あり。其他粕似の成紐セ術 る見込のもの多 く、或は大豆其他二三の作物が類似期

作忙現象をぷすが女nきは環埃ご作物の秤類又は1'11'.f1恥： の間に於ける生存上の相劇

本島に於て特に典味深く作物界」．．攻究の餘地甚だ大な る如 〈認めらる。在来箱品

種栽培に於て第二期什背は第一期11:h'iに比し甚し く過？がよるも のセ用ひ、或は内

地利系品種は各期作を通し在永利系品種に比しす囁 セ必だごし、特に第二期伽

蚊も若荀たるこ こを條件こし之を決るこきは完全なる生位を問し慧きが如ぎ、耐

期作生育初期に於ける分位伸K・性、イ汲t分保期間の差大なるが如き、耐期作出穂



10 
11 

(In) 

の幣否に大なる差あり。第二期作は常に第一期作に比し黙
齊なるが女IIき、内地稲

系品種のik播栽培に於て第ー期 11：コ筍二期作の分燥伸長性に大なる
差 1)り。後芥

は前れに比し栽培容昴、出穂恵伍、イi如澤キ大にして移
植栽培成紐に比し劣畜

ざる場介多きが女nき、第四表及第一t計1に；・ドすが如く生育小に於ける各種特性lUl
tJ)

相iil現象係敷綬畏階列の様準債が雨期11澗に多大の党セホすが如き
等は日照系及

氣温系こ IIII＼秤特性問に於けら 11理（叫暉l反應（冽へ11:Cf．ゞら坦化及其即劇関係吝）
の差を

示すものご云ふぺし。

5 研究成祐應用‘fti夕ilj

前項論肉せし艇によ りf府牧・r.しを決定するに大要索は分痰
穏重にして、之セ品

進する方法は挿秩後の分痰を早めJI．分戌の偏差セ少からしむるにあり
。

(1) 育枡上に於ては分痰、穂前の優れたるもの、或は一方
の形灯特に低り他の

劣りたる？hを1行ふて餘 りあるも U)を育成選祁すべく、而して外F店のだめ穂煎調
奇

セ困難こ｀する場合を厖り穏重構成の直接要因たる穏長 -用 •穏粒敷、著粒．柑密、子1'!
(~0) 

煎等セ調令し其正確を期する を要すぺし 。 著•芥は和育種事業に於て多年之セ宜行
(91) 

し、豫期の傾向セ認めつ、 あり。

図 耕利上多牧の姿砧は結局一定而栢より生産する総穏頂
を最高限度な らしむ

\ ~~) 

るにあ り。 栽植街度、栽捕深度、施｝lビの種類、敷拭、時期等は何れも品種
の特性

に應じ、分楳、穏頂に到する相瀾反應の相異を研究し後初め
て理論的9こ決定さる

ペきものたり 。而して上述の研究により、生育初期に於て
分菓1,防との伸長セ旺蓬

こ’なすこ桐時に分我セー特になさ しめ偏差セ少にし出穏のり
袷ーを闘ることが栽培

法の要邸 こなる 糸’i果、桁作—I:第一 に考慮すべきここはWiの生理的状態にして 、挿

秩後分猿を見<n好 ーにし ー1,況との1巾l訊ビ旺盛ならしむる 條件を偏へざ るぺから

・・o斯 くすれば自然其後の生宥 tll此i調に して多牧の‘ffを駁げ得るこ
こは相閾現象

研究結果明 らかなり o 故に環j~が同一な る場合~ 41及走すれば生存に千．大9)刷係

匂）・するも のは苗の老幼熱否、生理的状態にして、換言 す
れは柑代「1敷の多少に

より生する市の開中に於て生育を左右すべき成分品又は成分
種知の比手、例ヘド

c:41 

'/N の如きも のならざ るぺからす。著名は此見解に基ぎ背
代期間の長短が栢の

分漿、穏直、出穂拉9こ之9こ瀾係深き形傾に如何なる影惚あ
るやセ研究せり。其方

法は耐期作共村遍U)苗代H敷より極遣に少きもの或は極端に長きも のに千．る各
敦

ァ

厨廷作り 、而 して又播麿lセー・クとし叩 紐ぽ異にしたこ場介及播靡lと
異にし

挿秋期を一定したる場介0)双方に就き大正）L年より氾筒年間
に入J：日数岡の試験

輝ね又多数の地方j試作の成紐によ り確定したるもリ）に り。
而して其牛竹傾何セ

如J説明すれは次の女Nし。（叩麟l雇麟If.ii)

］． 播釉より 廿！穂迄の日敷は狛代日吸短 ）杵知く 、祐代「I数にきに従て延

長す。

~. 挿秩より出穂迄のH敷はWi代Fl藪知きも 0)程長 く、荀代1□1懃必 きに従て短

縮す。

3. 11:穂はWi代「1敷短きも の町 芹ーして、］『；代「I婁klときに従て不1斧な り。

4. 1,’L丈はWボ：日放短き も(J)がや高く 、Wi代日放長 きに従て低i汀。

ぅ． 分政は荀代［（救短きもの程多 く、 狛代H敷長きに従て減少U)傾lりあり。
然

れざも第二期祖ょ其現象iU必ならす、 J§げ消'i代！滋過｝文に多 きこ きは反て分
楳を

叩 1す。侭謬も此場介に於け る分釦；赳穂にして1.;fJり上俗(i(iなく
棧揺j0)生育セ

なせるも のなり 。

以上の成紐を綜介すれば次の結論に到逹すべし。

「閏 『は抑秋後の生育期間を長からしめ、1ド丈、分戻研汰 し出
穂を1伶ーに

し品質を優良にし穂吼を大にし牧fl拉骨t}JIIすe」

而し て此現象は晩4：種より ,, ~~ I:秤、第— •期作 よ り 第二）り作、森訥に於ける北部

温需地方 より 南部熱需地方に於て程度 高 し。 是 llIII I＼柾の特性J父栽K',1••期節、地方（内

疋象を異にする ために4：する環J政に」界｝する(I:．理的反應の差こ認む
ぺ し。翌『炭索

窄索李麻 nき成分叶・1が1炉）老杵によ I、異なれは移植後に於ける地 1．．部メは根部

登育に多人:J)差ある べ く、い：環J党によ り一卜i大な る結呆を
来すぺし。移植HijWi

牛理（l~J 1I犬態を 女11何 に保 つべきか、或は移植後(;lポ初期に於ける呑｝肥分セ 女II 何 f l

環態こ＞なすここ‘が最も介理的なる力等は興米j)る問題fこ乙
べ く・今後0研究に

依つこご多かるべし。
,m)(~) ~·1) 

應用の資績 従牙ぶ訊の禾行の乱村はJ7 5の代表髯利を以て成立 し、多年の改

瓦lば来は其咬文を奏 し1111'.11の向」こ！煩著なるも のあり 。年1年う00必石 （最近）湛十四年

リ訊和四年に至る＂靭問に於け 2年序穀低63lr;i,石只高659,"i，石なり）なり し
こ雖も、其本米のh’,

質は南支米、ヴ ィゴン米、シャム米、ラ ンクウン米等に利頃
、｛以する島あり、内地

裔約：｝tl市岱封し く劣れり 。故に貨ヨ名は多年内地i砂載焙に努力せしも未
だ



12 

般 （Iり成功匂｝るに雅かりき。

咲料に於け る 品柿0)栽培は各期作に より 一•定せるここ、前遠の加しo 著若従来の
(~7) 

調介によれは各紺l作の生fir！救は第一Jり作165日中l1il11:140日第二期作 135日を
(‘̀‘ 

将通 こ、すれざも 、址等を団一時期に栽培すれば反封の現象を吊し、第二期作種の

~t育日数は附加し仇3-4りI4乍最も少し （例外な記） 。 又荀代日 救は第一•期作は 晩冬又

は早春0() 日 、 第―週間は岱夏•1 0 「I セ西褪に す。 而して第一」りl11中屈汎凶1--1 0 日のWi

代 lぐし、第二1り作に栽培すれば牛宥紺ii叩1丈短縮し、第二！り111.:f哨・ど卑寿60日の荀代

H敬 こし節ー」IJl11這して栽培すらも生育期間延如 し同期間に牧穫するここ難 ・‘‘

ーが丈又伸長す。Tniして中廿り作中該セ第一期11莉 ごfれば生育！！ 救、1，ゞ丈包竹し、第

- jUl i i ：こ すれば之に反す。足等は h’［種の~,噸！！ （Iり特性を異にする た めi'5代期間の環

埓に岱｝す る］又應を児 にし 、 ］府の性欣迎疫たらす或は全~I ：育期間のJn l党に平｝する l .

應匂しにするためなる 可 し。而 し て第一•Jtり作柿は特性上栽培法 ））如何に よ り第＿

期作ごして栽培牧稜し孔｝ る可能性多きも 、第二期作秤は其枯性（:第一期作こ‘ して

栽培牧穫す るここ` 殆こ・不 可能な るもの多し。 内地利乞お問に栽培するこ、きは其大

多敷は第一・見11乍性にして点冴秤に 比し早生なるこミ討り逃l)女lll。故に姦訥種ミ届i

様切'hiい珈ilセ況．へ栽培すれば分荻出穂J !11~差大にし て 1;＇：丈伸長せ す 、 第二期11 :

に於て」l現 染其し<iii祁熱 ・帝 怜1内の女IIきは内地種の栽培は全〈不 IIrfigこ 5iい

り）迷ポ心ける内地柿J)ll:r'f)伏況が1'合も前虚研究の成絨J)傾向によ りJi:I'蒋さ 人、

ものこなし、1じ一般方略ば

「挿、｛央1如）I-l叫期間を延此し、ーが上、 分（ぶ＼を用大し出穏匂芹ー：：：な「ここ‘、而

生fd=JJ期に於て分煤及{,"―．丈の生育IIF.盛セl;,.ilるこピ」

こし、其具熙‘父：：： して上述の研究結果に)1只き

1. i'じ代日数を知縮したるオ冒liセ柚付 くる 、-こ‘、而し ［第-.JUJf1印認紆．Jり！作に比

し一肘1嘩すこるこ こ‘o

2．オ嘩が挿秩後生村初期に於て登揮する生育現象の特性を助長する こご。

9・内地秤系’II＼種中晩！胚「iを選祁し或は内地柿を某：：：して適耗セ育成す るこご 。

ゞし、然して1む代日藪0)失「縮を以て最 も頂要な る1頃にし應月1(Iり研究を施行し、
其奴輝澤に して即り作を辿じ1澤秤の威紅＇iを凌怨するにヨ；り、1し知綜の程度i→
第一jU;1123-30rl、第二紺H1:i5-20日こ、 ―`れば概して良臥和＇iを筍ぺ きここ．を確め、

施肥、一汎耕、栽村滋0)改袴を1'肛ひ、1.)l秤i） のメ 納を定め、内地利栽培勃快0)氣蓮

一
9. 

を促進し、安全確行に之セ指導す るこ こ`セ得：たり。而して在水種も l勺池種栽培法

の登達に東11戟され:fi苗法の改i‘9iをなすも のあ り。 耕種技術の進歩を1足し良成績を
欅ぐるも の次節に多~ きセ加へつ 、 あり 0

内地種系品種の直播栽培 水桁のI(i．捕栽培はiiむ外大米i希地に於ては廣く行はる

る方法なり。而して内地種系 1品種のi(i桶栽培は、本邦に於ては北泊逍セ以て故も

イi名なり こ、す。特に北ii:f道に於ける水裕作の成功ば、l(f.1番栽培法に負ふ艇．大なり。

沿洲及蘇聯邦、沿泊州に於ける直播栽培は、北itj:道に於ける栽培il迄其理を一に

べし。而して該地方箔作の登逹は北油道に於ける研究結果に負ふ炭大なる を認

む 。 欧米に於け る 内地種系 111111柾の 1(iー．播栽培は米l叫）II州 U) 梢作 を以 てl1~ ごすぺ し 。

然nごも加州の方法は北ii:J・：道の｝jiよご其趣き を異にし、畑地朕態の下に播師し後
灌水して晋通）K田作ミ行す

↓
 u
 
／ヽ

にして、盗問南部地方の石天Ill及Jjく利不便なる地

方に）ilひらる →＼任叶こ柿中間1'f.半冬の特殊法に相似たる四＼あり 。朝鮮中西部地方に

も之に類する方法あ りこ云ふ 0

本島に於ける内地種系品利の一•殷l{J栽培の成功は利濯i栽帷を主因 ミすべきこ こ

は周知の1t1;Iなり。 IfIiして此’lj.ffは史に吾 I、をしてi代1番栽培が生存上ーJけ布利な
るに非らざる やJ)疑汲を抱かしむべし。 杓狛が生育iー：イi牙I]なる、砧は其生理(1,.J條件

汀叫([後の生育こ の11りに於ける 因呆桃］係こ‘認むべ きが故、移fli!(i1祈何れを生育上
可こする やに就き、種籾は1Uより史にむしこの前泄なる兄J柑により・史に布利なる
ぺ しこ．0)迷浙を避け 、別途の研究こ して楳告匂Ulする も、砂 くも本島内地種系品

種栽培の一法たり行べしこ認むる に難やら ざるべし。而して斯る想定の下に行へ

る二、三の成紐を述ふれば、大 正十三年始二見lff中村種ク）試作に於てボ礼il品反詣

籾6石4斗に別 し、l（灌＇rk'心籾 l1i 2斗・セ符、昭{lJ二年第一）り作旭種の試作 に於て

オ躍謳反紫籾4石7行 ．4h • 4 :I. 2升に乎｝し、l（渾li1i2 1i (j:I・,3 JI·乃"T~3ィiS ila 7 

升、I昭和三年第一期作旭種の試作に於ては、nm1品）又憐籾4ィi,)升に対し、1(1".1番醤
-“4 3I, 9 1l乃 ．:i ~4 11 9 ii-4 JI・、昭和二年針に二期作旭種に）必ては閏飢＇心反詣籾ょ

石95.I・ 8 プl乃~31iに到し、 l(i1番l,vil 1i 8 :I・｛）プl・Jケi:.3ィil JI笥遠屯卜た り。！（［播

悩牧ii:0)棧異大なる 1よ秤fの採措セ柿）（界に せる もの 、成梢なるがためにして、

適常なる）j法により適期に1(f.1番するに於ては成絨の優且なるこ 已論を［英たす。要

之直播栽培はI—I: fi」•本島に於け る 内地秤系品種栽培J)ー）j i去たり筍ぺく、 I也方に

よりては重災な ら 心．味セイi すべ きも f）)こ・ 認め 1~べし 。



14 
相 閾 現象

箱

係 数 U)

低l

稜 異

文 献

(1)-(11), (15)-(19), (21ー23),(25-28) fi讚永比磁内朋の育種県的研究、必村憩督府

中央研究所臣楽部僭作第三七肱 II｛｛和三年

Iso, F,.; H.ci-;eurcl10s on tho }'ormosau riec plitnt.'i with Hpccial refcrcuecいplaut

breeding and culture. Di)pt, Agr.伽¥',Res. Ini-:t. Formosit. Report 

No. 37, Dec. 1928. 

pp , 1) 225ー229 (15) 57-58 

(2) 230-252 (17) 76 

(3) 85ー98 (18) 297ー299

(4) 268ー277 (19) 125 

(5) 245ー247 (21) 255ー267

(6) 278-291 (23) 301ー306

7) 249-250, 278 (24.) 293-300 

(8) 287 (25) 62-53 

(9) 306, 307, 232, 233, 2.38, 239 (27) 1ー49

(IO) 288 (28) 75ー76

(11) 289-290 (28) 49ー64

(12) Garner, ¥Y. ¥Y. and.¥!lard, l[. H.;Efloct of tho rchttivc lungth ofda.y 

:lll(l night :-LIl<lother _,factors of the('llviroument ou gr09¥th :II_I(l,.(‘lW(xluI:— 

tion i11 plantR. Jonr• Agr, He:-;. 18: 553-606, 1920. 

伽 nor,W. W.; J,'urthcr studies iu pliotopcriodi.--m, the,可）011ricof tho 

pla!1t to relative length of day and ni(!ht. Jour. A!!r・]如． 23:871-920. 

1923. 

(14) Garner. ¥V. ¥V.;.¥!id C. W. Bacon; Photopc1・icxlism in relation tu 

hyc1roμ;cn-io11 concc11tr:1tio11 of the cell sap and tltc carbohydr11to <'Ontont 

of the pl111it-,.,Jonr.. ¥gr. Res. 27: 119-156. 1924. 

'l‘inkcr,.l¥1.. ¥. ~ . ; The c• ffect of length of day 111)()Il the gr09q:I1 ;Ul(l 

・hcmir:tl compoヽitionof the ti.';st10;, of ('('r切i11(‘し'()nomicpl:in松．

Alli叫 of恥ta11y,Vol. 34,.No. 165.,T:111. 1928. 

磯叔'i、 未水仁其他硲甘種.,渫第一輯（大正打年）乃至筍四枇＇人1E八年）山

11憎§店竹

KriIlLs, l̀̀. J. :UI(lkraybill, I[, It. : Vegetativc audropmlnction witlI 

S1心ialrcforonro to tho tomn().Oro. Hui. 149. 1918. 

29) 磯加＇i必門搭之分類大正八年社中治農會

9っ0) 磯永古水栢之特性大正六年必中厖農合

(13) 

(16 

20 

(24 

・・ヽ

i~ 

‘ヽ

(1) 

分

燥

順

序

ご

生

育

日

放

(3) 

u
 

l

u
 

l

l
 

係

教

饂

閥

歎

L-

F O 

係穀芦〖
（サー—→—- わ

:‘° 

l
o
O
1
4
0
1
3
0

3
 

90 

0
7
0
6
0
 -C
、

．
 

l

o

o

 

ー

4

ソ
り

J

1

1

↓
 

ヽヽ

0
.
91
l
.
o
 

豆
．f

o
.っ
―

内

分

荻

順

序

）ゞ
出
穏
舶
1

抒

ぃ〇

係

敷 40

佃

怜
;{l) 

歎

• i :.;¥ 

~ 。

訳係

＼十

・

ー

1
1
1
1
1
1第
一

期

作

第

二

期

作

↓
 

（
 

：

ー

、

1 /

]
・
[
-

d
 

~ 。

] 0 | 

‘
 

＼
 

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
I

`
’
 

し
｀
｀

ヽ
ヽ
｀
 

I
h

9

9
9
I
I
I
I
I
9
1
 

＇ 

、,:l

、,、

I
ー

ー

ll
'

ー

ー

，

＇

，

 
.,'’ 

,' 

I
I
I
I
 

n”
 

(4) 

住

育

日

敷

ビ

穂

k

係

敷
:;ti I 
個 ＇

代

t 2(I 

゜

9
9
 

,
1
,
'
 

1
9
 

9
1

9

 

I

I

I

I

I

I
 

＼
し`
h
"
ー
1

9

1

＇ヽ 

，
 

，ヽ
 ヽ
＇ 
，
 

，
 

，ヽ
 ＇ 

，
 

1

,

'

 

．
 

係＂

けう

6
 
，
 

.. I
 

4
,
 

3
,
-

,

0
.:!,-

d
>

_

o

.

l

と．
2

ー

0
.('-
0
.1

-
0
.

g.l
 

き
，0

．
2

l

;
O
.
!l
,
0.3
-

0
し
L
I
O
.
4

9
,

0
.4
,
0
と

1

1

1

1

9

1

1

1

1

1

1

1

,
1

0
.
5
 

〇
.
6

0.7-

0
.s
 

0
.9
 

ー

• •.. ¥ 

‘、
,.,. ~ 

‘・・-’ 
000つOcococ ooooco
召正心し＇勺咋 •一 シが4吐ギしと
：ー．＝．らとととっoとらと．らととととと= ::::,の ÌO-.!..Ki3し ー l3い― -0-1 l-l 
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